
令和元年11月、新役員・議員体制が発足し、京都商工会議

所は新たなスタートを切りました。「知恵産業のまち・京都

の推進」を基本方針に掲げ、これまで４期・12年間にわた

り推進してきた本所ビジョンを継承・発展させ、新たに策

定した「京商ビジョンFUTURE」の概要を解説します。

京商ビジョン

～未来につなぐ知恵産業の創造～

特
集

策定

京
商
ビ
ジ
ョ
ン「
F
U
T
U
R
E
」の

策
定
に
あ
た
っ
て

　
人
口
減
少
や
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
問
題
、経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
、社
会

や
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
変
化
を
、次
な
る
成
長
に
向

け
た
新
た
な
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
国
際
社
会
で
は
、SD

G
s

（Sustainable D
evelopm

ent 

G
o
als

）の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、地
域
や
企
業
、人
々
の
多
様
な
知
恵
を
活
か

す
と
と
も
に
、「
連
携
」や「
協
働
」の
輪
を
拡
大
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。と
り
わ
け
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
を
担
う
企
業
に
お
い
て
は
、新

た
な
社
会
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
社
会
課
題
の
解
決

に
、ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
京
都
商
工
会
議
所
で
は
、こ
れ
ま
で
４
期
・
12
年

に
わ
た
っ
て
、「
知
恵
産
業
の
ま
ち
・
京
都
の
推
進
」を

基
本
方
針
に
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
・
改
訂
し
て

き
ま
し
た
。地
域
の
未
来
像
を
オ
ー
ル
京
都
で
共
有

す
る「
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
４
０
」で
は
、「
知
恵
産

業
の
ま
ち
」が
重
点
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

多
様
な
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
を
集
積
さ
せ
る
取
り
組
み

は
、行
政
や
他
の
産
業
支
援
機
関
に
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
は

じ
め
、本
所
や
オ
ー
ル
京
都
の
支
援
に
よ
っ
て
知
恵

に
関
す
る
認
定
を
受
け
た
企
業
は
１
、９
０
０
社
を

数
え
、知
恵
を
活
か
し
た
経
営
計
画
の
策
定
に
挑
戦

す
る「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
予
備
軍
」を
加
え
る
と
約
３
、

０
０
０
社
に
上
る
な
ど
、多
様
な
知
恵
産
業
群
の
集

積
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　「
京
商
ビ
ジ
ョ
ン
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」で
は
、京
都
経

済
百
年
の
計
と
し
て
本
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
を
基
盤
に「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
さ
ら
な
る
創
出
・
集
積
を
は
か
る
と
と
も
に
、「
京

都
版
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に

向
け
た
産
業
人
材
の
育
成
や
、文
化
庁
の
本
格
移
転

を
見
据
え
た
文
化
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
の
新
時
代
を
迎
え
、京
都
の
未
来
を
担
う

「
人
」や「
産
業
」、そ
し
て「
知
恵
」を
数
多
く
生
み
出

し
、次
世
代
へ
と
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
、と

い
う
思
い
を「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
託
し
ま
し
た
。京
都
の
未
来
を
創
造
す
る
た
め

に
、会
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、「
知
恵
産
業
の

ま
ち
・
京
都
」を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

京
都
商
工
会
議
所
　
会
頭
　
立
石
義
雄
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本
所
な
ど
50
を
超
え
る
経
済
団
体
、
産
業
支
援
機
関
が
結
集
す
る
京
都

経
済
セ
ン
タ
ー
の
始
動
に
よ
っ
て
、
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
は
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
を
迎
え
て
い
ま
す
。
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
を
新
た
な
基
盤
と
し
て
、
多

様
な
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
が
集
積
す
る
「
知
恵
産
業
の
森
」
づ
く
り
を
加
速
化

さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
の
知
恵
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
な
ど
、

知
恵
産
業
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　
本
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
知
恵
産
業
の
創
造
」
を
目
指
し
て
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
発
」
や
「
企
業
の
持
続
的
成
長
を
支
え
る
人
材
育

成
」
な
ど
、
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
活
用
し
、
本
所
が
強
化
す
る

６
つ
の
機
能
を
掲
げ
ま
し
た
。
強
固
な
ハ
ニ
カ
ム
構
造
を
特
長
と
す
る【
ミ

ツ
バ
チ
の
巣
（
６
つ
の
機
能
）】
を
中
心
に
、
知
恵
産
業
の
森
で
育
っ
た
知

恵
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
が
、
新
た
な
価
値
創
造
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
活

躍
す
る
様
子
を
多
様
な
【
花
】
で
表
現
し
、
京
都
企
業
と
多
様
な
価
値
を

つ
な
ぐ
本
所
の
役
割
は
【
ミ
ツ
バ
チ
】
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
知
恵
産
業
の
森
の
生
態
系
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
を
持
続
・
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
本
所
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ル
京
都
の
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
す
。（
一
社
）
京
都
知
恵
産
業
創
造
の
森
や
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー

に
入
居
す
る
各
団
体
を
は
じ
め
、
京
都
府
・
京
都
市
、
文
化
庁
等
と
の
「
連

携
と
協
働
」
を
強
化
し
な
が
ら
、
本
所
が
知
恵
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
の
強

力
な
エ
ン
ジ
ン
（
推
進
役
）、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
企
業
、
人
、
情
報
を

つ
な
ぐ
場
）
と
な
る
こ
と
で
、
集
積
し
た
知
恵
を
さ
ら
に
開
花
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
未
来
に
つ
な
ぐ
知
恵
産
業
の
創
造
」

京
商
ビ
ジ
ョ
ン「
F
U
T
U
R
E
」策
定

京商ビジョンFUTUREの施策体系図 京商ビジョンFUTUREのコンセプト

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
１
つ
目
の
柱
・
人
材
の
活
躍
・
育
成
力
で
は
「
未
来
を
担

う
多
様
な
人
材
が
花
開
く
ま
ち
」
を
め
ざ
し
た
い
姿
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
多
様
な
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
知
恵
の
交
流

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、相
互
作
用
的
に
革
新
的
な
価
値
が
生
ま
れ
る
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
発
機
能
」を
強
化
し
、新
た
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
人
材
を
発
掘
・
育
成
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

「
人
材
育
成
機
能
」
を
強
化
し
、
企
業
の
成
長
を
支
え
る
多
様
な
人
材
の

確
保
・
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
２
つ
目
の
柱
・
産
業
の
成
長
力
で
は
、「
知
恵
を
展
開
し
、
活
力
あ
る
未

来
を
拓
く
ま
ち
」
を
め
ざ
し
た
い
姿
に
掲
げ
て
い
ま
す
。「
経
営
支
援
機
能
」

を
強
化
し
、
未
来
志
向
で
経
営
強
化
に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の
シ
ー
ム

レ
ス
な
支
援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、新
た
な
顧
客
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

パ
ー
ト
ナ
ー
等
へ
の
「
橋
渡
し
機
能
」
を
強
化
し
、
知
恵
を
活
か
し
て
既

存
の
枠
を
超
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
企
業
の
成
長
を
後
押
し
し
ま
す
。

　
３
つ
目
の
柱
・
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
力
・
吸
引
力
で
は
、「
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、

世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち
」
を
め
ざ
し
た
い
姿
に
掲
げ
て
い
ま
す
。「
創
造
・

発
信
機
能
」
を
強
化
し
、
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
ベ
ー
ス
に
、
文
化
な
ど

の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
、
ま
ち
や
産
業
の
創
造
性
を
高
め
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、「
提
言
・
協
働
機
能
」
を
強
化
し
、
未
来

の
活
力
創
造
や
課
題
解
決
へ
の
提
言
活
動
、
協
働
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
施
策
の
顧
客
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
「
会
員
」
を
位
置
づ
け
、

３
つ
の
め
ざ
し
た
い
姿
と
会
員
の
力
を
「
ク
ロ
ス
」
さ
せ
る
こ
と
で
、「
会

員
と
共
に
可
能
性
を
ひ
ら
く
京
商
」
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
会
員
の
力
、

会
員
の
知
恵
を
し
っ
か
り
と
取
り
込
む
た
め
に
、
会
員
参
画
型
の
事
業
や

会
員
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
、
会
員
満
足
度
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

施
策
体
系
図
で
掲
げ
る
、

　
　
　
　３
つ
の「
め
ざ
し
た
い
姿
」

施
策
の
方
向
性
の
各
内
容
に
つ
い
て
は
、次
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

基本方針 施策の顧客、
パートナー３つのめざしたい姿 強化する機能・施策の方向性

知
恵
産
業
の
ま
ち
・
京
都
の
推
進

未来を担う多様な人材が花開くまち
100年先を見据え、ベンチャースピリッツに溢れた産業
人材を発掘・育成し、革新的なビジネスが生まれ始めて
いる。本所の経営支援や人材育成、交流事業等を通じ
て、未来の京都を担う経営者や課題解決型の人材を数
多く生み出し、多様な分野で活躍している。

新たなベンチャーやイノベー
ション人材を発掘・育成するエ
コシステムの構築推進

人材の
活躍・
育成力

イノベーション
創発機能

人材育成
機能

経営支援
機能

橋渡し
機能

創造・発信
機能

提言・協働
機能

企業の成長を支える多様な
人材の確保・育成を支援

人材育成
機能

知恵を展開し、活力ある未来を拓くまち

会
員
企
業
と
共
に
可
能
性
を
ひ
ら
く
京
商

社会全体が急速に変化する中で、「知恵」の重要性はさ
らに高まっている。知恵に基づいたビジネスを展開する
京都企業は、ボーダレス化する社会の変化を機会と捉
え、培ってきた強みを新たな分野やステージで展開する
ことで、成長を加速させる。

未来志向で経営強化に
取り組む中小企業の支援

経営支援
機能

知恵を活かし既存の枠を超
えたビジネスを展開する企
業の成長を後押し

橋渡し
機能

創造性にあふれ、世界に開かれたまち
文化庁の本格移転や大阪・関西万博を見据え、観光やま
ちづくりの課題を克服し、新たな時代の京都の価値を提
示することで、国内外の交流を拡大している。また、企業
と地域が一体となり、持続可能で先進的なまちづくりを
実践することで、創造性あふれる人々が集まっている。

文化などのソフトパワーを
活用し、まちや産業の創造性
を高める

創造・発信
機能

未来の活力創造や課題解決へ   
の提言活動、協働を加速

提言・協働
機能

まちの
ブランド力
・吸引力

産業の
成長力

【ビジョンの  　　　  を高めるポイント】
(一社)京都知恵産業創造の森や京都経済センターの入居団体、地域との

推進力
連携と協働  【ファーストステージ】 啓発・育成・発展（2008～10年）　 【セカンドステージ】 誘発（2011～13年）　 【サードステージ】 連鎖（2014～16年） 

【京商ビジョンNEXT】　集積（2017～19年）
オール京都の支援によって知恵ビジネス企業約3,000社を集積した。

京都知恵産業創造の森
経済センター内の

   団体や産業支援機関　

京都府
文化庁 京都市
地域社会

大学・学校
京都経済センターを基盤として、本所が知恵産業のまちづくりの

強力なエンジン（推進役）、プラットフォーム（企業、人、情報をつなぐ場）となる

【花】
知恵を活かして事業を展開し、

地域や市場において存在感を発揮する
京都企業を表現

【ミツバチ】
「６つの機能」を活かして、京都企業と
多様な価値をつなぐ京商の役割を表現

イノベーションの
創発

強化する
6つの機能

支援機関の
力を結集した
経営支援

行政や
関係機関への
提言・協働

知恵ビジネス
展開のための
橋渡し

企業の持続的
成長を支える
人材育成

ソフトパワーの
創造・発信

 京商ビジョン 『FUTURE』
～集積した知恵をさらに“開花”させる～

会 員

京 Business Review 2019. 11-12 4



　
本
所
な
ど
50
を
超
え
る
経
済
団
体
、
産
業
支
援
機
関
が
結
集
す
る
京
都

経
済
セ
ン
タ
ー
の
始
動
に
よ
っ
て
、
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
は
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
を
迎
え
て
い
ま
す
。
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
を
新
た
な
基
盤
と
し
て
、
多

様
な
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
が
集
積
す
る
「
知
恵
産
業
の
森
」
づ
く
り
を
加
速
化

さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
の
知
恵
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
な
ど
、

知
恵
産
業
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　
本
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
知
恵
産
業
の
創
造
」
を
目
指
し
て
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
発
」
や
「
企
業
の
持
続
的
成
長
を
支
え
る
人
材
育

成
」
な
ど
、
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
活
用
し
、
本
所
が
強
化
す
る

６
つ
の
機
能
を
掲
げ
ま
し
た
。
強
固
な
ハ
ニ
カ
ム
構
造
を
特
長
と
す
る【
ミ

ツ
バ
チ
の
巣
（
６
つ
の
機
能
）】
を
中
心
に
、
知
恵
産
業
の
森
で
育
っ
た
知

恵
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
が
、
新
た
な
価
値
創
造
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
活

躍
す
る
様
子
を
多
様
な
【
花
】
で
表
現
し
、
京
都
企
業
と
多
様
な
価
値
を

つ
な
ぐ
本
所
の
役
割
は
【
ミ
ツ
バ
チ
】
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
知
恵
産
業
の
森
の
生
態
系
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
を
持
続
・
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
本
所
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ル
京
都
の
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
す
。（
一
社
）
京
都
知
恵
産
業
創
造
の
森
や
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー

に
入
居
す
る
各
団
体
を
は
じ
め
、
京
都
府
・
京
都
市
、
文
化
庁
等
と
の
「
連

携
と
協
働
」
を
強
化
し
な
が
ら
、
本
所
が
知
恵
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
の
強

力
な
エ
ン
ジ
ン
（
推
進
役
）、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
企
業
、
人
、
情
報
を

つ
な
ぐ
場
）
と
な
る
こ
と
で
、
集
積
し
た
知
恵
を
さ
ら
に
開
花
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
未
来
に
つ
な
ぐ
知
恵
産
業
の
創
造
」

京
商
ビ
ジ
ョ
ン「
F
U
T
U
R
E
」策
定

京商ビジョンFUTUREの施策体系図 京商ビジョンFUTUREのコンセプト

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
１
つ
目
の
柱
・
人
材
の
活
躍
・
育
成
力
で
は
「
未
来
を
担

う
多
様
な
人
材
が
花
開
く
ま
ち
」
を
め
ざ
し
た
い
姿
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
多
様
な
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
知
恵
の
交
流

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、相
互
作
用
的
に
革
新
的
な
価
値
が
生
ま
れ
る
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
発
機
能
」を
強
化
し
、新
た
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
人
材
を
発
掘
・
育
成
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

「
人
材
育
成
機
能
」
を
強
化
し
、
企
業
の
成
長
を
支
え
る
多
様
な
人
材
の

確
保
・
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
２
つ
目
の
柱
・
産
業
の
成
長
力
で
は
、「
知
恵
を
展
開
し
、
活
力
あ
る
未

来
を
拓
く
ま
ち
」
を
め
ざ
し
た
い
姿
に
掲
げ
て
い
ま
す
。「
経
営
支
援
機
能
」

を
強
化
し
、
未
来
志
向
で
経
営
強
化
に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の
シ
ー
ム

レ
ス
な
支
援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、新
た
な
顧
客
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

パ
ー
ト
ナ
ー
等
へ
の
「
橋
渡
し
機
能
」
を
強
化
し
、
知
恵
を
活
か
し
て
既

存
の
枠
を
超
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
企
業
の
成
長
を
後
押
し
し
ま
す
。

　
３
つ
目
の
柱
・
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
力
・
吸
引
力
で
は
、「
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、

世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち
」
を
め
ざ
し
た
い
姿
に
掲
げ
て
い
ま
す
。「
創
造
・

発
信
機
能
」
を
強
化
し
、
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
ベ
ー
ス
に
、
文
化
な
ど

の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
、
ま
ち
や
産
業
の
創
造
性
を
高
め
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、「
提
言
・
協
働
機
能
」
を
強
化
し
、
未
来

の
活
力
創
造
や
課
題
解
決
へ
の
提
言
活
動
、
協
働
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
施
策
の
顧
客
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
「
会
員
」
を
位
置
づ
け
、

３
つ
の
め
ざ
し
た
い
姿
と
会
員
の
力
を
「
ク
ロ
ス
」
さ
せ
る
こ
と
で
、「
会

員
と
共
に
可
能
性
を
ひ
ら
く
京
商
」
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
会
員
の
力
、

会
員
の
知
恵
を
し
っ
か
り
と
取
り
込
む
た
め
に
、
会
員
参
画
型
の
事
業
や

会
員
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
、
会
員
満
足
度
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

施
策
体
系
図
で
掲
げ
る
、

　
　
　
　３
つ
の「
め
ざ
し
た
い
姿
」

施
策
の
方
向
性
の
各
内
容
に
つ
い
て
は
、次
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

基本方針 施策の顧客、
パートナー３つのめざしたい姿 強化する機能・施策の方向性

知
恵
産
業
の
ま
ち
・
京
都
の
推
進

未来を担う多様な人材が花開くまち
100年先を見据え、ベンチャースピリッツに溢れた産業
人材を発掘・育成し、革新的なビジネスが生まれ始めて
いる。本所の経営支援や人材育成、交流事業等を通じ
て、未来の京都を担う経営者や課題解決型の人材を数
多く生み出し、多様な分野で活躍している。

新たなベンチャーやイノベー
ション人材を発掘・育成するエ
コシステムの構築推進

人材の
活躍・
育成力

イノベーション
創発機能

人材育成
機能

経営支援
機能

橋渡し
機能

創造・発信
機能

提言・協働
機能

企業の成長を支える多様な
人材の確保・育成を支援

人材育成
機能

知恵を展開し、活力ある未来を拓くまち

会
員
企
業
と
共
に
可
能
性
を
ひ
ら
く
京
商

社会全体が急速に変化する中で、「知恵」の重要性はさ
らに高まっている。知恵に基づいたビジネスを展開する
京都企業は、ボーダレス化する社会の変化を機会と捉
え、培ってきた強みを新たな分野やステージで展開する
ことで、成長を加速させる。

未来志向で経営強化に
取り組む中小企業の支援

経営支援
機能

知恵を活かし既存の枠を超
えたビジネスを展開する企
業の成長を後押し

橋渡し
機能

創造性にあふれ、世界に開かれたまち
文化庁の本格移転や大阪・関西万博を見据え、観光やま
ちづくりの課題を克服し、新たな時代の京都の価値を提
示することで、国内外の交流を拡大している。また、企業
と地域が一体となり、持続可能で先進的なまちづくりを
実践することで、創造性あふれる人々が集まっている。

文化などのソフトパワーを
活用し、まちや産業の創造性
を高める

創造・発信
機能

未来の活力創造や課題解決へ   
の提言活動、協働を加速

提言・協働
機能

まちの
ブランド力
・吸引力

産業の
成長力

【ビジョンの  　　　  を高めるポイント】
(一社)京都知恵産業創造の森や京都経済センターの入居団体、地域との

推進力
連携と協働  【ファーストステージ】 啓発・育成・発展（2008～10年）　 【セカンドステージ】 誘発（2011～13年）　 【サードステージ】 連鎖（2014～16年） 

【京商ビジョンNEXT】　集積（2017～19年）
オール京都の支援によって知恵ビジネス企業約3,000社を集積した。

京都知恵産業創造の森
経済センター内の

   団体や産業支援機関　

京都府
文化庁 京都市
地域社会

大学・学校
京都経済センターを基盤として、本所が知恵産業のまちづくりの

強力なエンジン（推進役）、プラットフォーム（企業、人、情報をつなぐ場）となる

【花】
知恵を活かして事業を展開し、

地域や市場において存在感を発揮する
京都企業を表現

【ミツバチ】
「６つの機能」を活かして、京都企業と
多様な価値をつなぐ京商の役割を表現

イノベーションの
創発

強化する
6つの機能

支援機関の
力を結集した
経営支援

行政や
関係機関への
提言・協働

知恵ビジネス
展開のための
橋渡し

企業の持続的
成長を支える
人材育成

ソフトパワーの
創造・発信

 京商ビジョン 『FUTURE』
～集積した知恵をさらに“開花”させる～

会 員
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京
商
ビ
ジ
ョ
ン「
F
U
T
U
R
E
」策
定

人材の
活躍・
育成力

めざしたい姿

未
来
を
担
う

多
様
な
人
材
が
花
開
く
ま
ち

産業の
成長力

めざしたい姿

知
恵
を
展
開
し
、

活
力
あ
る
未
来
を
拓
く
ま
ち

 イノベーション創発機能の強化

新たなベンチャーやイノベーション人材を
発掘・育成するエコシステムの構築推進

●産業人材育成基金（仮称）による未来を担う
　起業家や萌芽的ビジネスの発掘・支援
●経済センター入居団体や多様な人々との交流・
　連携を通じたイノベーション人材の育成支援
●学生などの若年層向け起業家教育の推進

重点分野

AI時代、デジタル社会のイノベーションは、多様な人
と知恵がつながることで生まれる。地域経済の発展を
担う人・人材を中心に据え、会員企業の経営者や若
手起業家をはじめ、京都で働く人々や若者、学生等が
革新的なビジネスを興し、切磋琢磨しながら成長する
環境(エコシステム)を整備し、そのビジネスや人材の
発掘・育成にむけたメニューを構築する。 

1人材育成機能の強化

企業の成長を支える多様な人材の
確保・育成を支援

●多様な人材育成のニーズに応える多階層の
　研修や業種を超えた交流事業の実施
●大学や行政等と連携した人材育成や学生と
　企業が交流する場づくり等による人材確保支援
●女性や外国人をはじめ多様な人材の活躍促進

重点分野

人材不足の時代にあって、優秀な人材を企業に迎え
入れ、育てることが持続的成長の前提となる。多様な
人材が活躍するまち京都を実現するために、京都企
業と多様な人材が出会い、つながり、成長する場づく
りに注力する。また、これまで本所が培ってきた人材
育成のメニューに加え、会員企業の人材間の交流を
活発化させることで、イノベーションにむけた発想力・
行動力やネットワーク力の育成に取り組む。

2

経営支援機能の強化

未来志向で経営強化に取り組む
中小企業の支援

経営の安定と成長を実現していくために、複雑化する
経営課題に対する中小企業の迅速・的確な対応を全
力で支援する。企業の強みを活かして新たな価値を
創造する知恵ビジネスの発想を中小企業支援の基盤
に位置づけ、経営の各ステージや各企業の経営課
題、成長分野等に応じたシームレスな支援を産業支
援機関の力を結集して展開する。

3橋渡し機能の強化

知恵を活かし、既存の枠を超えた
ビジネスを展開する企業の成長を後押し

●オール京商体制の集中支援による
　知恵ビジネスのさらなる創出・集積
●ピッチイベント等によるマッチングや
　オープン・イノベーションの促進
●新技術・サービスで豊かな社会を実現する
　社会課題解決型ビジネスの育成

重点分野

●中小企業の経営力強化に向けた伴走支援や
　中小企業応援センター等との連携支援
●専門家や地域内外のネットワークを活用した
　きめ細かい事業承継・事業引継ぎ支援
●首都圏や海外の成長市場など国内外の販路開拓支援
●デジタル化・自動化・省力化による生産性向上、
　攻めのIT活用支援

重点分野

知恵ビジネス企業約3,000社の集積をさらに拡大す
るために、知恵の連携パートナーとなる多様なプレイ
ヤー、アクセラレーターを取り込み、協働や連携の輪
を拡大させる。国や地域、業界の枠を越え、知恵ビジ
ネスと相乗効果を発揮して成長する多様な企業、ビジ
ネスとの出会いや連携を促し、新たな知恵ビジネス
の成長モデルを発信する。

4

本ビジョンに掲げる３つのめざしたい姿を実現するために、
上記の6つの視点で本所組織や事業の改革・強化に取り組みます。

めざしたい姿

創
造
性
に
あ
ふ
れ
、

世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち

会 員

施策の顧客、
パートナー

ご意見・
ご質問は 本所 企画広報部    TEL.075-341-9750     E-mail  kikaku@kyo.or.jp

会
員
企
業
と
共
に

可
能
性
を
ひ
ら
く
京
商

創造・発信機能の強化

文化などのソフトパワーを活用し、
まちや産業の創造性を高める

●暮らしの文化やマンガ・アニメ等のコンテンツを
　活かした「文化×産業」の創造
●文化と産業、まちづくりの知恵を基盤とする
　京都ブランドの継承と深化
●多様な観光課題への対応や入洛者の満足度向上
　など、持続可能な観光の振興

重点分野

都市のブランド力をベースに国際観光都市の魅力を
磨き上げ、文化と産業がクロスする創造性溢れるまち
づくりを加速させる。京都に集積する伝統・先端産業
のさらなる発展や京都の文化・コンテンツを活かした
新産業の創出・育成などを通じて、産業振興とまちづ
くりの両面からアプローチし、持続可能な都市の成長
モデルを発信する。

5提言・協働機能の強化

未来の活力創造や課題解決への
提言活動、協働を加速

●政策実現のための要望・提言活動の強化と
　地域課題に関する調査・分析力の向上
●将来を見据えた交通インフラや災害対策など
　都市基盤整備の促進
●地域の課題に応じた協働のまちづくりの促進

重点分野

多様な交流によって都市の活力を生み出し、未来の
産業やまちづくりを進めていくために、行政などの地
域政策、産業政策、インフラ整備等に積極的に関与し
た上で、必要な政策を提言し、その実現にむけて協働
する。京都ビジョン2040をもとにオール京都の連携
を強化しながら、都市や産業の発展に不可欠な分野
の政策提言、基盤整備の促進等に取り組む。

6

3つのめざしたい姿を実現するために、会員参画型の事業や
会員ニーズを踏まえたサービスを強化し、会員満足の向上を図る

ビジョンに基づく各種事業の効果を高める組織運営

会員 × 人材の
活躍・育成力

会員 × 産業の
成長力

会員 × まちの
ブランド力・吸引力

デジタル化・データ活用推進職員の資質向上ボトムアップ型の組織運営

財務基盤の安定3年サイクルによる事業の抜本改革

本所役員議員・事務局
有識者等で構成

PDCAサイクルによる事業の進化

経営支援力

マッチング力 課題解決力

顧　客

京商ビジョン（3ヵ年）⇒事業計画（毎年） 事業検証会議

役員・議員
会　員

Action
改善

Plan
計画

Do
実施

Check
評価

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
検
証
結
果

会
員
の
ニ
ー
ズ

まちの
ブランド力
・吸引力

＜SDGsとは？＞
国連で採択された
2030年までの国際
目標です。発展途上国
のみならず、先進国
自身が取り組む普遍
的な目標であり、日本
においても取り組み
が進んでいます。

ビジョンFUTUREで
は、持続可能な社会
の実現に向けて、
各施策の重点分野
とSDGsとの関連を
表示しています。

事業の新陳代謝
（スクラップ＆ビルド）促進
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京
商
ビ
ジ
ョ
ン「
F
U
T
U
R
E
」策
定

人材の
活躍・
育成力

めざしたい姿

未
来
を
担
う

多
様
な
人
材
が
花
開
く
ま
ち

産業の
成長力

めざしたい姿

知
恵
を
展
開
し
、

活
力
あ
る
未
来
を
拓
く
ま
ち

 イノベーション創発機能の強化

新たなベンチャーやイノベーション人材を
発掘・育成するエコシステムの構築推進

●産業人材育成基金（仮称）による未来を担う
　起業家や萌芽的ビジネスの発掘・支援
●経済センター入居団体や多様な人々との交流・
　連携を通じたイノベーション人材の育成支援
●学生などの若年層向け起業家教育の推進

重点分野

AI時代、デジタル社会のイノベーションは、多様な人
と知恵がつながることで生まれる。地域経済の発展を
担う人・人材を中心に据え、会員企業の経営者や若
手起業家をはじめ、京都で働く人々や若者、学生等が
革新的なビジネスを興し、切磋琢磨しながら成長する
環境(エコシステム)を整備し、そのビジネスや人材の
発掘・育成にむけたメニューを構築する。 

1人材育成機能の強化

企業の成長を支える多様な人材の
確保・育成を支援

●多様な人材育成のニーズに応える多階層の
　研修や業種を超えた交流事業の実施
●大学や行政等と連携した人材育成や学生と
　企業が交流する場づくり等による人材確保支援
●女性や外国人をはじめ多様な人材の活躍促進

重点分野

人材不足の時代にあって、優秀な人材を企業に迎え
入れ、育てることが持続的成長の前提となる。多様な
人材が活躍するまち京都を実現するために、京都企
業と多様な人材が出会い、つながり、成長する場づく
りに注力する。また、これまで本所が培ってきた人材
育成のメニューに加え、会員企業の人材間の交流を
活発化させることで、イノベーションにむけた発想力・
行動力やネットワーク力の育成に取り組む。

2

経営支援機能の強化

未来志向で経営強化に取り組む
中小企業の支援

経営の安定と成長を実現していくために、複雑化する
経営課題に対する中小企業の迅速・的確な対応を全
力で支援する。企業の強みを活かして新たな価値を
創造する知恵ビジネスの発想を中小企業支援の基盤
に位置づけ、経営の各ステージや各企業の経営課
題、成長分野等に応じたシームレスな支援を産業支
援機関の力を結集して展開する。

3橋渡し機能の強化

知恵を活かし、既存の枠を超えた
ビジネスを展開する企業の成長を後押し

●オール京商体制の集中支援による
　知恵ビジネスのさらなる創出・集積
●ピッチイベント等によるマッチングや
　オープン・イノベーションの促進
●新技術・サービスで豊かな社会を実現する
　社会課題解決型ビジネスの育成

重点分野

●中小企業の経営力強化に向けた伴走支援や
　中小企業応援センター等との連携支援
●専門家や地域内外のネットワークを活用した
　きめ細かい事業承継・事業引継ぎ支援
●首都圏や海外の成長市場など国内外の販路開拓支援
●デジタル化・自動化・省力化による生産性向上、
　攻めのIT活用支援

重点分野

知恵ビジネス企業約3,000社の集積をさらに拡大す
るために、知恵の連携パートナーとなる多様なプレイ
ヤー、アクセラレーターを取り込み、協働や連携の輪
を拡大させる。国や地域、業界の枠を越え、知恵ビジ
ネスと相乗効果を発揮して成長する多様な企業、ビジ
ネスとの出会いや連携を促し、新たな知恵ビジネス
の成長モデルを発信する。

4

本ビジョンに掲げる３つのめざしたい姿を実現するために、
上記の6つの視点で本所組織や事業の改革・強化に取り組みます。

めざしたい姿
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創造・発信機能の強化

文化などのソフトパワーを活用し、
まちや産業の創造性を高める

●暮らしの文化やマンガ・アニメ等のコンテンツを
　活かした「文化×産業」の創造
●文化と産業、まちづくりの知恵を基盤とする
　京都ブランドの継承と深化
●多様な観光課題への対応や入洛者の満足度向上
　など、持続可能な観光の振興

重点分野

都市のブランド力をベースに国際観光都市の魅力を
磨き上げ、文化と産業がクロスする創造性溢れるまち
づくりを加速させる。京都に集積する伝統・先端産業
のさらなる発展や京都の文化・コンテンツを活かした
新産業の創出・育成などを通じて、産業振興とまちづ
くりの両面からアプローチし、持続可能な都市の成長
モデルを発信する。

5提言・協働機能の強化

未来の活力創造や課題解決への
提言活動、協働を加速

●政策実現のための要望・提言活動の強化と
　地域課題に関する調査・分析力の向上
●将来を見据えた交通インフラや災害対策など
　都市基盤整備の促進
●地域の課題に応じた協働のまちづくりの促進

重点分野

多様な交流によって都市の活力を生み出し、未来の
産業やまちづくりを進めていくために、行政などの地
域政策、産業政策、インフラ整備等に積極的に関与し
た上で、必要な政策を提言し、その実現にむけて協働
する。京都ビジョン2040をもとにオール京都の連携
を強化しながら、都市や産業の発展に不可欠な分野
の政策提言、基盤整備の促進等に取り組む。

6

3つのめざしたい姿を実現するために、会員参画型の事業や
会員ニーズを踏まえたサービスを強化し、会員満足の向上を図る

ビジョンに基づく各種事業の効果を高める組織運営

会員 × 人材の
活躍・育成力

会員 × 産業の
成長力

会員 × まちの
ブランド力・吸引力

デジタル化・データ活用推進職員の資質向上ボトムアップ型の組織運営

財務基盤の安定3年サイクルによる事業の抜本改革

本所役員議員・事務局
有識者等で構成

PDCAサイクルによる事業の進化

経営支援力

マッチング力 課題解決力

顧　客

京商ビジョン（3ヵ年）⇒事業計画（毎年） 事業検証会議

役員・議員
会　員

Action
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Check
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Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
検
証
結
果

会
員
の
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まちの
ブランド力
・吸引力

＜SDGsとは？＞
国連で採択された
2030年までの国際
目標です。発展途上国
のみならず、先進国
自身が取り組む普遍
的な目標であり、日本
においても取り組み
が進んでいます。

ビジョンFUTUREで
は、持続可能な社会
の実現に向けて、
各施策の重点分野
とSDGsとの関連を
表示しています。

事業の新陳代謝
（スクラップ＆ビルド）促進
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